
白
楽

天

の

「提
壼
鳥
」

の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

丹

羽

博

之

『白
氏
文
集
』

が
平
安
文
学

に
与
え
た
影
響

の
数

々
に

つ
い
て
は
す

で
に
数
多
く
の
言
及
が
あ
り
、
改
め
て
そ

の
広
範
囲
な
受
容

に
驚
き
を
禁
じ
得
な

い
。

と
こ

ろ
が
、
白
居
易
と
彼
を
慕

っ
た
平
安
人
と
の
生
涯
や
人
生
観
、
文
学
観
は
か
な
り
異
な
る
も

の
で
あ
る
。
平
安
文
学

に
お
け
る
受
容

の
質
を
検
討
し
て

い
く
と
皮
相

な
面
で
の
み
平
安
人
は
白
詩
を
受
容
し
て

い
る
占
{が
ぞ

見
ら
れ
、
彼
我

の
文
学

の
違

い
も
見
受
け
ら
れ
る
.
本
稿
で
は
平
安
朝
漢
詩
が
白
詩

か
ら
学
ん
だ
と
考
え

働

ら
れ
る

「提
壺
鳥
」

の
詩
を
手
掛
か
り
に
、
白
楽
天
の
文
学
と
平
安
朝
漢
詩

と
を
考
察
し
た
い
。

ー
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初
め
て
提
壺
鳥
と

い
う
鳥
を
知

っ
た
の
は
小
島
憲
之
先
生
の
監
修

の
下

で

幽

三
月
三

日
侍
於
雅
院
賜
侍
臣
曲
水
之
飲

磨
製

三
月
三

日
、
雅
院
に
侍
り
、
侍
臣
に
曲
水

の
飲
を
賜
ふ
。
磨
製

大
皇
歳
久
腰
良
辰

大
皇
歳
久
し
く

良
辰
を
廃
し

げ
ん

し

聖
主
初
臨
元
巳
新

聖
主
初
め
て
臨
み
て

元
巳
新
た
な
り

き

ょ
く

ら
く

宮
水
自
流
為
曲
洛

宮
水
自
ら
流
れ
て

曲

洛
と
為
り

白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

『
田
氏

家
集
』

の
注
釈
作

業

中

、

次

の
詩
を

担
当

し

た
と
き

で
あ

っ
た
。

ぬ}榊



白
楽
天
の

内
臣
便
引
作
賓
客

提
壺
鳥
舌
催
呼
酒

帯
綬
花
心
笑
向
人

荘
由
又莫
嫌
漆
園
吏

明
時
還
侍
浸
膓
春

「提
壷
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

す
な
は

内
臣

便
ち
引
き
て

賓
客
と
作

る

ひ
さ

壺
を
提
ぐ
る
鳥
舌
は

催
し

て
酒
を
呼
び

じ
ゅ綬

を
帯
ぶ
る
花
心
は

笑
み
て
人
に
向
か
ふ

さ
う
そ
う

し
つ
ゑ
ん

荘
嬰
嫌
ふ
こ
と
莫
か
れ

漆
園

の
吏

た
る
を

ま

さ
か
づ
き

う

明
時
還
た
侍
ら
む

膓
を
迂
か
ぶ
る
春

に

(
『
田
氏
家
集
』
巻
下
。
本
文
は
小
鳥
憲
之
監
修

『
田
氏
家
集
注
』
和
泉
書
院

に
よ
る
。
)

こ
の

「
提
壺
」
に

つ
い
て
、

『
田
氏
家
集
注
』
で
は

「提
壺
鳥

の
こ
と
。
提
壺
薩
と
も
。
鳴
き
声
を
表
音
化
し
た
鳥

の
名
。
酒
壺
を
提
ぐ
こ
と
か
ら
酒
を
連
想
さ
せ

る
。
」
「
白
居
易
以
前

の
例
は
未
見
。
白
居
易
の
例
を
念
頭
に
お

い
て
使

っ
た
か
。
」
と
説
明
し
た
。

こ
の
提
壺
鳥
は

『漢
語
大
詞
典
』
の

「提
壺
」
の
項
目
で
は

「
亦
称

"
提
壺
藍
"
、
"
提
壺
藍
"
。
鳥
名
。
即
鵜
鵬
。
唐
劉
禺
錫

《
和
蘇
郎
中
尋
豊
安
里
旧
居
寄
主
客

張
郎
中
》
"
池
看
科
斗
成
文
字
、
鳥
嘉
提
壺
憶
献
酬
"
(以
下
略
)
」
と

の
説
明
が
あ
り
、
提
壺
鳥
と
は
鵜
鵬

(
が
ら
ん
鳥
、
ペ
リ
カ

ン
)
の
こ
と
と
す

る
。
提
壺

「
(賦
げ
口
)

と
鵜
鵬

(瓜
ま

)
と

い
う
同
じ
発
音

か
ら

の
連
想

に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
提
壺
11
鵜
鵬
11
ペ
リ
カ

ン
な
ら
ば
、

ペ
リ
カ

ン
の
嗜

の
下

の
大
き
な
袋
は
物
を
入
れ
、
運

ぶ
こ
と
を
容
易

に
連
想
さ
せ
る
。
そ
し
て
発
音

の
類
似
か
ら
運

ぶ
も

の
が
壺
と
な
り
、
提
壺
鳥
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
発
音

の
連
想
と
と
も
に

形
状

の
連
想

か
ら
、
鵜
鵬
11
提
壺
鳥

の
関
係
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
。
ち
な
み
に
、

『図
説
日
本
鳥
名
由
来
辞
典
』

(菅
原
浩

.
柿
澤
亮
三

柏
書
房
)

に
は
次

の

よ
う

に
説
明
さ
れ
て

い
る
。

提
壺

【未
詳
】

清

の
余
曽
三

の

「
百

(花
)
鳥
図
」

の
提
壺

の
図
は
不
正
確

で
あ

っ
て
種
名
を
判
定

で
き
な

い
。

鵜
鵬

【
ハ
イ
イ

ロ
ペ
リ
カ

ン
】

清

の
余
曽
三

の

「
百

(花
)
鳥
図
」

の
鵜
鵬

の
図
は

ハ
イ
イ

ロ
ペ
リ
カ

ン
で
あ
る
。
わ
が
国

で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
、
鵜
鵬
、
ま
た
は
鵜

を

"う
"
と
し

て
き
た
が
、

こ
れ
は
誤
り
で
、
鵜
鵬

は

"
が
ら
ん
て
う
"

(
ペ
リ
カ

ン
)
で
あ
り
、

"う
"
は
鶴
鶴
で

あ

る
。

提
壺
鳥

の
用
例

は
、
白
詩
に
次

の
二
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(64)
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早
春
聞

提
壺
鳥
、

厭
幕
秋
猿
催
下
涙

喜
聞
春
鳥
勧
提
壺

誰
家
紅
樹
先
花
號

何
庭
青
櫻
有
酒
沽

進
士
塵
醜豪
尋
静
蓋

拾
遺
風
彩
近
都
無

欲
期
明
日
東
林
酔

攣
作
騰
騰

一
俗
夫

[巻
十

六

・
O
露
①
元
和
十

一

文
集

の
批
判
的
研
究
』

ま
ず
、

こ
の
詩

に
つ
い
て
考
察
す

る
。

い
と
信
じ

て
行

っ
た
こ
と
が
通
ら
ず
、

疑
レ官

過
二
望
秦
嶺

一
一甲
O
。。
①
ω
L
)
の
詩
を
遺
し
て
都
長
安
を
後
に
す

る
。

ち
、
身
は
諌
官
と
し
て
兼
済

・
治
国
平
天
下
の
姿
勢

か
ら
知
足
安
住

・
独
善

の
境
地
を
求
め
る
生
活
態
度

へ
の
変
身
、

う
し
た
時
期

に
こ
の
提
壺
鳥

の
詩
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。

春

の
鳥

(提
壺
鳥
)
が
酒
を
勧

め
る
か
の
よ
う

に
聞

こ
え
る
の
は
嬉

し

い
。

る
。

さ
ら
に
頸
聯

で
は

て
来

た
と

い
う
。

次
の
尾
聯
で
は

「
欲
期
明
日
東
林
酔
、

っ
た

こ
と
を
自
嘲

を
込
め
て
う

た
う
。

因
題
隣
家

早
春
提
壺
鳥
を
聞
き
、
因
て
隣
家
に
題
す

聴
く

を
厭

ふ

秋
猿

の
下
涙
を
催
す
を

喜
び
聞
く

春
鳥

の
提
壺

と
勧
む
る
を

ひ
ら

誰
が
家
の
紅
樹
ぞ

先
づ
花
発
く

りつ

何
処

の
青
櫻

か

酒
有

つ
て
沽
る

そ

進
士

の
轟
豪

は

静

を
尋

ね
て
尽
き
ぬ

み
や
び

や
か

い
な

拾
遺

の
風
彩
は

都

な
る
に
近
き
や
無
や

明
日

東
林
に
酔

ふ
こ
と
を
期
せ
ん
と
欲
し

変
じ

て
騰
騰
た
る

一
俗
夫
と
作
る

(入

一
六
)
年
四
五
歳
、
江
州

(白
氏
文
集

の
本
文
は
那
波
道
円
活
字
本
に
よ
る
。
詩
番
号
、
年
齢
推
定
は
花
房
英
樹
氏

『白
氏

に
よ
る
。
)
]

白
居
易
は
元
和
十
年
秋
八
月
、
時

の
宰
相
武
元
衡
暗
殺
事
件

の
上
疏
が
た
た
り
、
江
州
司
馬

に
左
遷

さ
れ
る
。
自
ら
正
し

逆

に
当
局
か
ら
忌
避
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
憤
懲
や
る

か
た

の
な
い
彼
は

「草
草
辞
家
憂
後
事
、

遅
遅
去
国
間
前
途
」

(「初

三
年
間

の
配
所

で
の
生
活
に
よ
り
、
彼

の
人
生
観
、
文
学
観

は
大
き
く
変
化
す

る
。
す
な
わ

課
諭
詩
か
ら
閑
適
詩

へ
の
変
化

で
あ
る
。
そ

昨
秋
、
江
州
左
遷
時
に
は
悲
し

み
を
催
す
猿

の
声
を
聴
く

の
で
さ
え

い
や

で
あ

っ
た
が
、

と
詠
み
出
し
、
左
遷
直
後

の
悲
し
み
が
、
春

に
な
り
す
こ
し
は
和
ら

い
だ
印
象
を
与
え

「
進
士

の
こ
ろ
の
豪
放
さ
は
な
く
な
り
、
左
拾
遺

の
と
き

の
風
采
も
見

る
影
も
な

い
だ
ろ
う
」
と
江
州
司
馬

の
身

分
も
す

っ
か
り
板

に

つ
い

変
作
騰
騰

一
俗
夫
L
と
か
つ
て
の
新

進
気
鋭
の
官
僚

と
し
て
の
意
気
込
み
も
な
く
な
り
、
「
一
俗
夫
」
と
な

こ
こ
に
は
や
や
誇
張

が
感
じ
ら
れ
る
が

一
半

は
彼

の
偽
ら
ざ
る
心
境

で
あ
ろ
う
。
そ

の
俗
夫
と
し
て
面

が

「
早
春
聞
提
壺
鳥
、

白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

(65)
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白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

因
題
隣
家
L
と

い
う
愉
快
な
詩
題
と
な
り
、
詠
ず

る
う
ち
に
ふ
と
お
の
が
真
情
も
吐
露
さ
れ
た

の
で
は
な

い
か
。
彼
が
目
指
し
、

諭
詩

の
世
界
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
来

て
い
る
。

こ
こ
で
、
な

ぜ
提
壼
鳥

が
江
州

で
詠
ま
れ
た
か
に

つ
い
て
考
え
た
い
。
提
壺
と

い
え
ば
、
ま
ず
、
陶
淵
明
の
詩

ひ
さ

つ
ら

提
壺
接
賓
侶

壺
を
提
げ
て
賓
侶
を
接
ね

こ
も

引
満
更
獣
酬

満
を
引
き
て
更
こ
も
献
酬
す

提
壺
桂
寒
何

遠
望
時
復
為

吾
生
夢
幻
間

何
事
継
塵
罵

が
想
起
さ
れ
る
。

栗
里
に
訪
問
し
、

昔
嘗
詠
遺
風

著
為
十
六
篇

今
来
訪
故
宅

森
若
君
在
前

(中
略
)

毎
逢
姓
陶
人

使
我
心
依
然

さ
む
き
え
だ

か

提
げ
た
る
壺
を
寒

何
に
桂
け

遠
望
を
時
に
復
た
為
す

吾
が
生
は
夢
幻
の
間

じ
ん

き

つ
な

何
事
ぞ
塵
罵
に
継
が
る

飲
酒
詩
人
と
し
て
名
高

い
陶
淵
明
は
江
州

の
盧
山
に
帰
隠
し
、
多
く

の
田
園
詩
を
詠
じ
て
い
る
。

「訪
二
陶
公
旧
宅
一
井
序

O
や
O
留
。。
」
を
も

の
し
て
い
る
。
そ

の
中

で

昔
嘗

て

遺
風
を
詠
じ

著
は
し
て

十
六
篇

を
為
す

今
来
り
て

故
宅
を
訪

へ
ば

森
と
し
て

君
前
に
在
る
が
若
し

ご
と

姓
は
陶
な
る
人
に
逢

ふ
毎

に

我
が
心
を
し
て
依
然
た
ら
し
む

自
負
し
た
新
楽
府
五
十
首
等
の
認

(「遊

二
斜

川

こ

『
靖
節
先

生
集

』
巻

二
)

(
「飲
酒
二
十
首

(其
八
)
」
同
巻
三
)

白
楽

天
は
そ
の
旧
宅
を
厘
山
の
ふ
も
と

の
柴
桑
、

(66)
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と
詠

み
、
陶
淵
明

の
遺
風
を
追
慕
し
て
い
る
。
陶
淵
明
の
詩

が
無
く
と
も
、
提
壺
鳥
と
い
う
名

だ
け
で
十
分
感
興
を
催
す

こ
と
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
以
前

か
ら
慕

っ
て

い
た
詩

人
の
飲
酒
詩

に
登
場
す

る
提
壺
か
ら
も
、
同
じ
く
飲
酒
詩
人
を
自
負
す
る
白
楽
天
は
当
地

の
提
壺
鳥

に
興
味
を
覚
え
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
彼
が

江
州
で
次
第

に
人
生
観
、
文
学
観
を
変
え
て
行

っ
た
背
景
に
は
陶
淵
明
の
生
き
方
、
遺
風
も
あ
ず
か

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
江
州
左
遷
時
に
次
第

に
酒
に
の

め
り
込
み
、
飲
酒
詩

に
新
境
地
を
開

い
た
印
象
を
受
け
る
。
特
に

「飲
酒
二
十
首

(其
八
)
」
の

「
吾
生
夢
幻
間
、
何
事
継
塵
罵
」
は
そ

の
後

の
白
楽
天
の
生
き
方
と

重
な
る
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
後
で
考
え
た

い
。

白
楽
天
は
、
江
州
に
来

て
提
壺
鳥

と
い
う
も

の
を
知
り
、
初
め
て
そ

の
鳴
き
声
を
聞

い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
印
象
を
持

つ
。

一
つ
の
理
由
は
鵜
鵬

(提
壺
鳥
)

は
中
国

の
南
方
を
主
な
生
息
地
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『漢
語
大
詞
典
』

の

「鵜
鵬
」
に
は

亦
作

"
鱗
胡
"
水
鳥
、
体
長
可
達
二
米
、
翼
大
、
嗜
長
、
尖
端
弩
曲
、
噛
下
有

一
卒
皮
質
的
嚢
、
羽
毛
灰
白
色

(中
略
)
善
干
遊
泳
和
捕
魚
、
捕
得
的
魚
存
在

皮
嚢
中
。
多
群
居
在
熱
帯
或
亜
熱
帯
沿
海

(以
下
略
)
。

と
あ
る
。
河
南

の
鄭
州
に
生
ま
れ
、
都
長
安
周
辺
で
暮
ら
す

こ
と

の
多
か

っ
た
白
楽
天
は
熱
帯
、
亜
熱
帯
に
群
居
す
る
鵜
鵬

(提
壺
鳥
)
を
実
際

に
目
に
す

る
機
会

働

は
少
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
敬
慕
す
る
陶
淵
明

の
飲
酒
詩

に
登
場
す
る
提
壺
を
連
想
さ
せ
る
提
壺
鳥
を
江
州

に
来

て
初

め
て
聞
き
、

一
入
耳
を
傾
け
た
の
で
は
な

ー

い
だ
ろ
う
か
。
異
国

の
珍
し

い
風
物
に
接
し
て
感
興
を
催
し
、
そ
れ
を
詩
歌
を
詠
む
と

い
う

こ
と
は
古
今
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
白
詩

の
も
う

一
例

の
提
壺
鳥
を
挙
げ
る
。

寓
意
五
首

(其
三
)

そ

く
し
よ
く

促
織
不
成
章

提
壺
但
聞
聲

嵯
哉
贔
與
鳥

無
實
有
虚
名

與
君
定
交
日

久
要
如
弟
兄

促

織

章
を
成
さ
ず

提
壷

但
だ
声
を
聞
く

あ

あ

嵯
哉

虫
と
鳥
と

実
無
く
し
て

虚
名
有
り

君
と

交
は
り
を
定

む
る
日

久
し
く
弟
兄

の
如
き
を
要
す

白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

櫛　一T　}　
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白
楽
天
の

「
提
壺
鳥
し
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

何
以
示
誠
信

白
水
指
為
盟

雲
雨

一
為
別

飛
沈
雨
難
井

君
為
得
風
鵬

我
為
失
水
鯨

音
信
日
已
疎

恩
分
日
已
軽

窮
通
尚
如
此

何
況
死
與
生

乃
知
揮
交
難

須
有
知
人
明

莫
将
山
上
松

結
託
水
上
薄

何
を
以

て
か

誠
信
を
示
さ
ん

白
水

指
し
て
盟
を
為
す

雲
雨

一
た
び
別
れ
を
為
さ
ば

あ
は

飛
沈

両

つ
な
が
ら
井
せ
難
し

ほ
う

君
は
風
を
得
た
る
鵬

と
為
り

げ
い

我
は
水
を
失

へ
る
鯨

と
為

る

ひ
び

音
信

日
に
已
に
疎

に

ひ
び

恩
分

日
に
已
に
軽
し

窮
通
も

尚
ほ
此
く
の
如
し

何
ぞ
況

ん
や

死
と
生
と

乃
ち
知
る

交
は
り
を
択

ぶ
こ
と

の
難
き
を

須
ら
く
人
を
知
る
明
の
有
る

べ
し

も

つ

山
上
の
松
を
将
て

水
上
の
薄
に
結
託
す
る
こ
と
莫
か
れ

[巻
二

・
O
O
O
N
元
和
二
～
十
三

(入

一
入
)
年
]

提
壺
鳥
は
詩

の
冒
頭

に
促
織
と
対
に
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
詩

は
、
促
織
や
提
壺
鳥
を
と
も
に
有
名
無
実

の
讐
え
と
し
、
交
友
を
結

ぶ
に
は
山
上
の
松
の
如
き
操

を
持

つ
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
こ
と
を
寓
意
す
る
。
な
お
、
佐
久
節
氏
訳
註

『
白
楽
天
全
詩
集
』
は

【字
解
】
で
は

「提
壺

鳥

の
名
。
」
と
し
な
が
ら
、

【詩
意
】

で

は

「提
壺
と

い
ふ
贔
は
鳴
き
声
を
き
く
ば
か
り
で
壺
を
提
げ
る
わ
け

で
は
な

い
。
」
と
さ
れ
る
の
は
単
純
な
勘
違

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩

の
詠
作
年
次
は
花
房
英
樹
氏

『
白
氏
文
集

の
批
判
的
研
究
』
、
下
定
雅
弘
氏

『白
氏
文
集

を
読
む
』
は
と
も
に
元
和
二
～
十
三

(入

一
八
)
年
と
す
る
。
寓
意
詩
五
首

に
底
流
す
る
思

い
は
作
者

の

江
州
左
遷

の
経
験
や
挫
折
感

が
あ

っ
て
の
よ
う

に
私
に
は
読

め
る
。
例
え
ば
、
寓
意
詩

(其

一
)

で
は

(68)



地
錐
生
爾
材

天
不
與
爾
時

不
如
糞
土
英

猶
有
人
綴
之

已
　
勿
重
陳

重
陳
令
人
悲

不
悲
焚
焼
苦

但
悲
采
用
遅

と
詠
む
。
特
に

侃
服
身
未
暖

已
聞
窟
遽
荒

親
戚
不
得
別

呑
聲
泣
路
傍

賓
客
亦
已
散

門
前
雀
羅
張

地
位

の
転

変

の
修

さ

、

不

レ
及
レ
他

。
L

(
「
與
二
楊
虞

卿

一書

零
山

戯
。。
。。
」
)
が
重

ね

ら
れ

て

い
る

の
で
は
な

い
か
。

と

を
伝

え
聞

い
た

こ
と

も
あ

ろ
う

。

よ
う

に
失

せ
て
し

ま

っ
た

こ
と
を
嘆

く

の
も
、

経

験
を

次

の
よ
う

に
詠

ん

で

い
る
。

白
楽
天

の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

そ

地
爾

の
材
を
生
ず

と
錐
も

そ

天
爾

の
時
を
与

へ
ず

ん
ば

え
い

糞
土

の
英

の

猶
ほ
人

の
之
を

と搬

る
有
る
に
し
か
ず

や

の

已
め
よ
重
ね
て
陳
ぶ
る
勿

れ

重
ね
て
陳

ぶ
れ
ば
人
を
し
て
悲
し
ま
し
む

焚
焼

の
苦
を
悲
し
ま
ず

さ
い
よ
う

但
だ
采
用

の
遅
き
を
悲
し
む
の
み

「
地
錐
生
爾
材
、
天
不
與
爾
時
、
不
如
糞
土
英
、
猶
有

人
撮
之
」
に
左
遷

の
経
験
が
活
か
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
読
め
る
。
ま
た
其
二
で
は

侃
服

身
未

だ
暖
な
ら
ざ
る
に

か
く
わ
う

ざ

ん

已
に
遽
荒

に
窟
す
と
聞
く

親
戚
も

別
る
る
を
得
ず

声
を
呑
み
て

路
傍
に
泣
く

賓
客
も

亦

た
已
に
散
じ

じ

ゃ
く
ら

門
前

雀
羅
張
る

早

々
と
都
を
去

っ
て
行
く
描
写
は
江
州
左
遷
時

の
経
験

「草
草
辞

レ家
憂
二後
事

こ

や

「
走
レ
馬
至
二
涯
水
」
綾
及
二
一
執

ブ
手
。
欄
然
而
訣
、
言

流
諦
地

で
長
安

で
の
住
居
が
荒
れ
、
か

つ
て
の
賓
客

た
ち
も
雲
散
霧
消
し
た
こ

前
掲
其
三

で
も

「
君
為
得
風
鵬
、
我
為
失
水
鯨
、
音
信

日
已
疎
、
恩
分
日
已
軽
」
と
得
意
と
失
意

で
友
情
も
手

の
ひ
ら
を
返
す

江
州

で
の
経
験
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
も
読
め
よ
う
。
白
楽
天
は
江
州
で
、
か

つ
て
の
都
の
友
人

と
も
疎
遠
に
な

っ
た

(69)
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白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」

の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

北
省
朋
僚
音
信
断

北
省

の
朋
僚
は

音
信
断
え

東
林
長
老
往
還
頻

東
林

の
長
老
は

往
還
頻
り
な
り

(「閑
意

嵩
山
O
お
」
元
和
十

二

(八

一
七
)
年
四
六
歳
)

其
四
、
五
も
江
州
左
遷
時

の
経
験
が
背
景
に
な

っ
て
い
る
と
も
読
め
る
が
其

一
、
二
、
三
ほ
ど
で
は
な

い
。
詩

の
内
面

に
よ
る
推
定

で
異
論
も
あ
ろ
う

が
、
私
に
は

一
度
挫
折
を
味
わ

っ
た
者

の
手
を
翻
す
か

の
よ
う

に
冷
た
く
な

っ
た
友
人
や
世
間
に
対
す
る
批
判
め

い
た
も
の
を
感
じ
る
。
寓
意
五
首

は
新
楽
府
五
十
首
、
秦
中
吟

十
首

に
比
べ
、

颯
諭
精
神

の
希
薄
さ
が
感

じ
ら
れ
、
か

つ
て
の
情
熱
的
な
意
気
込
み
よ
り
も
、
む
し
ろ

一
歩
身
を

ひ
い
て
醒
め
た
目

で
寓
意
し
て
い
る
よ
う

に
私
に

は
読
め
る
。
そ
れ
は

「
寓
意
」

と
い
う
詩
題
に
端
的

に
表
れ
て

い
よ
う
。

さ
ら

に
、
寓
意
詩
其

三
で
提
壺
鳥

が

い
さ
さ
か
突
然
に
促
織
と
対

で
登
場
す

る
の
も
江
州

で
の
見
聞
、
新
知
識
を
ひ
け
ら
か
そ
う
と
す

る
詩
人

の
創
作
意
欲

の
表

れ

で
は
な
か

っ
た
か
。

以
上
薄
弱
な
根
拠

で
は
あ
る
が
、
寓
意
詩
五
首
は
江
州
左
遷
後
現
地
で
の
体
験
を
踏
ま
え

て
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

(70)

 

『
田
氏
家
集
』
が
学

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
白
詩

の
提
壷
鳥
を
考
察
し
た
が
、
次

に
中
国
詩

に
お
け
る
提
壺
鳥

の
例
を
考
察
す
る
。

『
田
氏
家
集
注
』
で
は

「
白
詩
以

前

の
用
例
未
見
」
と
し
た
が
、

そ
の
後

に
見

つ
け
得

た
例

の
中

で
最
も
古

い
も

の
は
唐

の
崔
國
輔

(生
没
未
詳
。
開
元
十
四

(七
二
六
)
年

の
進
士
。
)
の

「
対
酒
吟
」

で
あ
る
。

行
行
日
將
夕

荒
村
古
塚
無
人
跡

蒙
寵
荊
棘

一
鳥
吟

屡
勧
提
壺
沽
酒
喫

古
人
不
達
酒
不
足

行

き
行
き

て

日
將
に
夕

べ
な
ら
ん
と
す

荒
村
古
塚

人
跡
無
し

も
う
ろ
う
け
い
き
ょ
く

蒙
寵
荊

棘

一
鳥
吟
じ

し
ば
し

か

屡
ば
提
壺

と
勧
め

酒
を
沽
ひ
て
喫
せ
よ
と

古
人

酒

の
足
ら
ざ
る
を
達
せ
ず

鱒

"

醒

/
,
掛

甘



遺
恨
精
霊
傳
此
曲

寄
言
世
上
諸
少
年

平
生
且
蓋
盃
中
緑

遺
恨
の
精
霊

此
曲
を
伝
ふ

言
を
寄
す

世
上
の
諸
少
年

平
生
且

つ
尽
く
せ

盃
中
の
緑

(唐
詩

は

『全
唐
詩
』
に
よ

っ
た
。
以
下
同
じ
。
)

崔
國
輔
は
呉
郡

(江
蘇
省
)
ま
た
は
山
陰

(漸
江
省
)
の
人
と

い
わ
れ
、
長
江
流
域

の
出
身

で
あ
る
。
南
方

に
よ
く
生
息
す
る
提
壺
鳥

(鵜
鵬
)
も

日
常
親
し
く

接
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
が

「
対
酒
吟
」
と
い
う
酒
を
主
題
と
し
た
詩

に
詠
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
今

の
と
こ
ろ
崔
國
輔
以
前

の
詩

人
に
例
を
見

い
だ
せ

な

い
が
、
白
楽
天
よ
り
五
十
年
ほ
ど
前

の
詩
に
わ
ず

か
に

一
例
見
ら
れ
る
が
白
詩
と
の
影
響
関
係

は
不

明
で
あ
る
。

崔
國
輔

の
例

は
詩
題
が
示
す
如
く
、

酒
を
テ
ー

マ
に
し
た
伝
統
的
な
飲
酒
詩
で
あ
る
。
白
詩

の

「
早
春
聞
提
壺
鳥
、
因
題
隣
家
」
は
提
壺
鳥

の
鳴
き
声
を
契
機

と

し

て
己

が
閑
適

の
さ
ま
を
述
べ
る

の
が
主
題
に
な

っ
て
お
り
、
日
常

の
些
事
を
滑
稽
味
を
交
え
て
詠
ん
で

い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
身
辺

の
取

り
と
め
も
な

い
事
柄

を
詩
に
詠
む
と

い
う
中
唐
、
晩
唐
か
ら
宋
詩
に
か
け
て
の
詩
風

の

一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。

m

次
に
挙
げ
ら
れ
る
例
は
、
前
掲

『漢
語
大
詞
典
』
も
挙
げ
る
劉
禺
錫

の

「
和
蘇
郎
中
尋
豊
安
里
旧
居
寄
主
客
張
郎
中
」

の
七
律

で
あ
ろ
う
。

白
楽
天
と
同
年

の
生

ー

ま
れ
で
、
晩
年

に
は

『
劉
白
唱
和
集
』
を
交
わ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
影
響
し
あ

っ
た
詩
人
の
詩
に
登
場
す

る
こ
と
に
興
味
を
覚
え
る
。

和
蘇
郎
中
尋
幽豆
安
里
奮
居
寄
・王
客
張
郎
中

蘇
郎
中

の
豊
安
里

の
旧
居
を
尋
ね
・王
客
張
郎
中
に
寄
す
る
に
和
す

し
や
う
ひ
ん

ほ
し
ひ

潭
濱
臥
起
恣
間
遊

宣
室
徴
還
未
白
頭

旧
隠
来
尋
通
徳
里

新
篇
写
出
畔
牢
愁

池
看
科
斗
成
文
字

鳥
聴
提
壺
憶
献
酬

同
学
同
年
又
同
舎

潭

浜

に
臥
起
し

間
遊
を
恣
ま
ま

に
す

ち
よ
う
か
ん

宣
室
よ
り
徴

還
す

る
も

未

だ
白
頭
な
ら
ず

旧
隠
来
た
り
尋

ぬ

通
徳
里

は
ん
ら
う
し
う

新
篇
写
し
出
す

畔
牢
愁

く
わ

と

池
に
は
看
る

科
斗

の
文
字
を
成
す
を

鳥
に
は
聴
く

提
壺

の
献
酬
を
憶
ふ
を

同
学
同
年

又
た
同
舎

白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩
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白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

く
わ
ち
う

許
君
雲
路
並
華
朝

君
が
雲
路
に
て
華
朝
を
並

べ
ん

こ
と
を
許
さ
ん

白
詩
と
劉
禺
錫
の
詩

の
先
後
関
係

に

つ
い
て
考
察
す
る
。
白
と
劉
は
晩
年

に
な

っ
て
急
速

に
親
交
を
深
め
て

い
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
異
な
る
人
生
を
歩

ん
で
来

た
二
人

で
あ

っ
た
。
劉
は
若
き
日
、
貞
元
二

一

(入
〇
五
)
年
に
王
叔
文

の
所
謂
八
司
馬
事
件
に
連
座
し
、
朗
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
、
以
後
も
連
州
、
和
州
等
の
地

方
官
を
歴
任
し
、
よ
う

や
く
都
長
安

へ
帰

っ
て
来

た
の
は
太
和
二

(八
二
八
)
年
で
あ

っ
た
。
そ
の
年

に
・王
客
郎
中

に
除

せ
ら
れ
、
翌
年

に
は
礼
部
郎
中

に
移

っ
て

い
る
。
と

こ
ろ
が
、
太
和
五
年

に
ま
た
蘇
州
刺
史

に
転
じ
、

つ
い
で
汝
州
、
同
州
刺
史
に
任
じ
ら
れ
て

い
る
。
開
成
元

(入
三
六
)
年

に
は
同
州
刺
史
を
や
め
て
太

子
賓
客
と
し

て
洛
陽

に
移
り
住

み
、
以
後
会
昌
二

(入
四
二
)
年
七
月

に
没
す
る
ま

で
洛
陽
を
住
家
と
し
た
。
劉

の

「
和
蘇
郎
中
尋
豊
安
里
旧
居
寄
・王
客
張
郎
中
」

の
詩
題
か
ら
太
和
二

～
五
年

の
・王
客
、
礼
部
郎
中
職

に
あ

っ
て
長
安
在
住

の
時

に
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
す
く
な
く
と
も
、
長
安

に
戻

っ
て
く
る
前

の
地
方
官

の
時
代
に
詠
ま
れ
た
と
は
考
え

に
く

い
。
白
詩

の
提
壺
鳥

の
詩
は
元
和
十

一

(八

一
六
)
年

に
は
詠
ま
れ
て

い
る
の
で
、
白
詩

の
方
が
先
と
考
え

て
よ

い
だ
ろ
う
。

白
と
劉
が
交
流
を
深
め
て
行
く

の
は
劉
が
開
成
元
年
に
洛
陽

に
移
り
住

ん
で
か
ら
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、

こ
の
提
壺
鳥

の
詩
は
白
詩
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
李
頻

(大
中

[入
四
七
～
八
六
〇
]

の
進
士
)
の

「
送
三
陸
肱
鋸
二
呉
興
二

に

吻

勧
酒
提
壺
鳥

酒
を
勧
む

提
壺

の
鳥

ー

し
ん
た
く

乗
舟
震
澤
人

舟

に
乗
る

震
沢

の
人

南
方

の
呉
興
に
帰
る
友
人
を
送
る
詩
に
登
場
し
、
提
壺
鳥
が
南

に
よ
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。

ま
た
韓
握

(入
四
四
～
九
二
三
)

の

「
村
居
」

に

日
照
神
堂
聞
啄
木

日
は
神
堂
を
照
ら
し

啄
木
を
聞
き

風
含
社
樹
叫
提
壺

風
は
社
樹
を
含

み

提
壺
叫
ぶ

と
あ
る
。
「
村
居
」
の
詩
題
か
ら
も
、
都
長
安
周
辺
よ
り
は
田
舎

に
棲
む
鳥
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
。

次
に
宋
詩

の
例
を
挙
げ
る
と

王
禺
構

(九
五
四
～

一
〇
〇

一
)

の

「
初
入
レ
山
聞
二
提
壺
鳥

こ

詩

に

ま
さ

遷
客
由
来
長
合
酔

遷
客
は
由
来

長
く
合
に
酔
ふ
べ
し

9
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不
煩
幽
鳥
道
提
壺

煩
は
ず

幽
鳥

の
提
壺
と
道

ふ
に

が
あ
る
。
王

が
白
詩
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
吉

川
幸
次
郎
氏
も
述

べ
ら
れ

て
い
る

(『宋
詩
概
説
』
岩
波
書
店
)
。
ま
た
、
『
中
国

の
名
詩
鑑
賞

8
宋

詩
附
金
』

(内
田
泉
之
助
監
修
、
佐
藤
保
編
。
明
治
書
院
)

の
王
禺
構
の
作
者
小
伝

に
は

「
宋
初
、
形
式
主
義

的
な

西
箆
体

の
華
麗
な
詩
風
が

一
世
を

風
靡
す

る
中

で
、
杜
甫
と
白
居
易
に
学

ん
で
現
実
的
な
新
し

い
詩
風
を
開
き
、
宋
詩
独
自

の
世
界
の
先
駆
的
役
割
を
は
た
し
た
詩
人
で
あ
る
。
」
と
解
説
さ
れ

て
い
る
。
「
杜
甫
と

白
居
易

に
学

ん
で
現
実
的
な
新
し

い
詩
風
を
開
き
」
と
あ
る
が
、
白
楽
天

の
現
実
的
な
詩
風
も
学

ん
だ
で
あ
ろ
う

が
、
詩
語
の
面

で
も
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な

い

だ
ろ
う

か
。

杭
州

の
西
湖
畔

の
孤
山

に
隠
棲
し
、
梅
を
愛
し
、
鶴
を
め
で
た

の
で
梅
妻
鶴
子
と
称
さ
れ
た
林
通

(和
靖
、
九
六
七
～

一
〇
二
入
)
も

せ
き
た
い

青
山
連
石
壊

青
山

石
壊
に
連
な

り

春
水
入
柴
扉

春
水

柴
扉
に
入
る

多
謝
提
壺
鳥

多
謝
す

提
壺
鳥

鋤

留
人
至
落
暉

人
を
留
め
て

落
暉
に
至

る
を

ー

(「上
湖
間
漉
二
蟻
レ舟

石
亟
」
因
過

一下
湖
小
駆

こ

『
林
和
靖
先
生
詩
集
』
巻

一
四
部
叢
刊
本

に
よ
る
。
)

ほ
う
た
う
な
み
み
ど
り

と

か
う

方
塘
波
緑
杜
衡
青

方
塘
波

緑
に

杜
衡
青
く

ふ

こ
く

布
穀
提
壺
已
足
辣

布
穀
提
壺

已

に
聴
く
に
足
る

(「
山
中
寒
食
」
同
巻
四

布
穀
は
布
穀
鳥

の
こ
と
)

の
二
例

の
提
壺
鳥

の
詩
を
残
し
て

い
る
。
僅
か
に
三
百
余
首
し
か
収
め
ら
れ
て

い
な

い

『林
和
靖
先
生
詩
集
』
に
二
例
も
詠
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ

い
。

　

杭
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
、
西
湖
を
愛
し

て
や
ま
な
か

っ
た
白
楽

天
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
例
も
提
壺
鳥

が
南
方

の
春

の
鳥
で
西
湖
す
な
わ
ち
水
辺
に
生
息

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
。

次
に
、
蘇
東
坂

の

「
携
二
妓
樂
酒
游
二
張

山
人
園
こ

(『
蘇
東
坂
詩
集
』
巻
十
六
)

の
詩
を
挙
げ
る
。

だ
い
き
ゃ
う
き
ん
く
わ
う
せ
う
ば
く

大
杏
金
黄
小
変
熟

大

杏

金

黄

小
屡
熟
し

白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

一㎝
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白
楽
天
の

墜
巣
乳
鵤
拳
新
竹

故
将
俗
物
悩
幽
人

細
馬
紅
粧
満
山
谷

提
壺
勧
酒
意
錐
重

杜
鵤
催
蹄
聲
更
速

酒
閾
人
散
却
關
門

寂
歴
斜
陽
桂
疎
木

蘇
東
坂
は
二
度
に
わ
た

っ
て
杭
州
に
赴
任
し
、

蘇
堤
を
残
し
て
い
る
。

て

い
る
。

こ
の
提
壷
鳥
も
恐
ら
く
は
、

南
宋
の
詩
人
を
代
表
す
る
陸
游
も

提
壺
言
語
開
顔
聴

提
壷

の
言
語
は

顔
を
開
け
て
聴
き

た
く
ぼ
く

断
木
衣
嬬
緩
歩
窺

噺
木
の
衣
儒
は

歩
を
緩
め
て
窺
ふ

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

お

に
う
じ
ゃ
く

け
ん

巣
を
墜
と
す
乳

鵤

新
竹
を
拳
す

こ
と
さ

も

っ

故
ら
に
俗
物
を
将
て

幽
人
を
悩
ま
し

細
馬
紅
粧

山
谷
に
満

つ

提
壺
酒
を
勧

め

意
重
し
と
錐
も

杜
鴫
帰

る
を
催
し
て

声
更

に
速

か
な
り

た
け
な

か
へ

酒

閲

は
に
し
て
人
散
じ

却

つ
て
門
を
関
ぢ

せ
き
れ
き

そ

ぼ
く

か
か

寂
歴
斜
陽

疎
木

に
桂
る美

し

い
西
湖
を
愛
し

た
。
彼
は
白
楽
天
が
し
た
よ
う

に
西
湖

の
管
理
、
改
修
に
も
心
を
砕
き
、
今
に
残
る
名
高

い

蘇
東

披
も
西
湖
を
詠
じ

た
多
く

の
詩
を
残
し
て
い
る
が
、
彼
は
白
楽
天
の
人
と
な
り

や
彼
の
文
学
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
多
く
の
髪
響
を
受
け

白
詩
か
ら
学
ん
だ
も

の
で
あ
ろ
う
。

提
壺
勧
客
飲

提
壺
は

架
摯
課
農
腓

架
摯
は

客
に
飲
を
勧
め

か
う

農
に
腓
を
課
す

(
「
山
園
」

『創
南
詩
稿
』
巻
二
十
入

陸
游

の
例
は
小
田
美
和
子
氏
よ
り
ご
教
示
を
受
け

た
。
)

(「
感
物
」
同
巻
七
十
六
)

の
二
例
の
提
壺
鳥
を
詠
ん
で
い
る
。
白
詩
と

の
関
係

は
速
断
は
で
き
に
く

い
も

の
の
、
後
述
す
る
如
く
白
詩

に
十
二
例
も
詠
ま
れ
た
白
楽

天
特
有

の
卯
酒

の
詩
も
陸

詩
に
数
例
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
提
壺
鳥
も
白
詩
か
ら

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
欧
陽
修

「
独
有
花
上
提
壷
藍
、
勧
レ
我
沽
レ
酒
花
前
酔
」

(「
暗
鳥
」
)
、
梅
暁
臣

「
提
胡
藍
、
提
胡
薩
、
爾
莫

レ
勧
二翁
沽
こ
美
酒

こ

(和
二
永
叔
六
　篇

・暗
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鳥
L
)
、

黄
山

谷

「
提
壺

猶
能

勧

レ
沽

レ
酒
、

黄

口
ロ
ハ
知
貧

二
飯

穎

こ

(「
演
雅
」
)
な

ど

が
宋
代

の
例

と
し

て
挙

げ
ら

れ

る
。

　一欄

次
に
平
安
朝
漢
詩
に
お
け

る
提
壺
鳥
の
例
を
考
察
す
る
。
冒
頭

に
掲
げ
た
島

田
忠
臣
の
詩

は
春
三
月
三
日
の
宮
中

の
雅
院

で
の
晴
れ

の
場
で
の
作

で
あ

っ
た
。
侍

宴
詩

で
あ
り
、
提
壺
鳥

は
曲
水
宴
で
の
流
杯
か
ら

の
連
想
で
詠
ま
れ

て
い
る
。
侍
宴
詩
と

い
う

こ
と

で
お

の
ず
か
ら
制
約
が
あ
り
、
聖
主

の
治
世
を
賛
美
す

る
内
容

と
な

っ
て

い
る
。
当
時

の
流
行

の
白
詩
語
を
出
典
と
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
侍
宴
詩
ら
し

い
由
緒
正
し
き
詩
と
な
り
、
多
少

の
譜
誕
味
を
帯
び
な
が
ら
も
華
や

か
な
詩

と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
成
功
作

と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
後
述
す
る
よ
う
に
白
詩
の
世
界
と
は
別
次
元
の
内
容

で
は
あ
る
。

こ
の
忠

臣
の
詩

が
調
査

し
た
中

で
は
本
邦
最
古

の
例

で
あ
る
。

先
日

ふ
と
し
た
偶
然

か
ら
も
う

一
例

の
提
壺
鳥

に
出
会

っ
た
。
京
都
国
立
博
物
館
に
お
い
て

「
宮
廷
の
美
術
」

(会
期

一
九
九
七
年

四
月
十
五
日
～
五
月
十
入
日
)

瑚

見
学

の
際
、
「
伏
見
天
皇
震
翰
屏
風
土
代
臨
模
」
の
尾
聯
に

「
空
勧
提
壺
不
勧
盃
」
云

々
の
詩
句
を
持

つ
漢
詩
が
あ

っ
た
。
高
鳴

る
胸
を
押
さ
え

つ
つ
、
持

っ
て
い
た

ー

新
書
本

の
裏
表
紙
に
数
箇
所
不
明

の
字
が
あ

っ
た
が
書
き
取
り
、
図
録
を
買

っ
て
家
路
を
急

い
だ
。
帰
宅
後
早
速
調

べ
る
と
、
「
御
物
小
野
道
風
筆
屏
風
土
代
」
を
伏

見
天
皇

(
一
二
六
五
～

=
一=

七
)

が
模
写
し
た
も

の
で
、
そ

の
屏
風
詩
は

「
延
長
六
年
十

一
月
内
裏
御
屏
風
詩

尋
春
花

大
江
朝
綱
朝
臣
」
で
あ

っ
た
。
全
詩

を
掲
げ
る
と

み

な

見
説
林
花
処
々
開

農
興
並
馬
共
尋
来

青
綜
穆
出
陶
門
柳

白
玉
装
成
庚
嶺
梅

香
送
宜
張
隻
袖
受

確
句
楡
折

一
枝
廻

見
る
説
ら
く

林
花
処

々
開
く
と

目辰
興
馬
を
並

べ
て

共

に
尋
ね
来

た
る

青
綜
穆
り
出
だ
す

陶
門

の
柳

ゆ
う
れ
い

白
玉
装
ひ
成
る

庚
嶺
の
梅

ほ
と
ぼ
し

香

送
り
て
は

宜
し
く
双
袖
を
張
り

て
受
く
べ
し

は
な
に
ほ

ひ
そ

苑
句

ひ
て
は
楡
か
に

一
枝
を
折
り
て
廻
る

㍗
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白
楽
天
の

翻
嫌
春
鳥
欺
遊
客

空
勧
提
壺
不
勧
盃

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

か
へ
つ

翻
て
嫌

ふ
春
鳥

の
遊
客

を
欺
き

空
し
く
提
壺
と
勧
む
る
も
盃
を
勧
め
ざ
る

こ
と
を

(六
句
目

は

「
聴
勾
」
と
あ
る
が
改
め
た
)

頷
聯

の
佳
句

は

『和
漢
朗
詠
集
』

(巻
上

・
梅
)
、
『
和
漢
兼
作
集
』

(巻

一
・
春
部
上
)

に
も
収
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、

こ
の
土
代

は
川
口
久
雄
氏

『
平
安
朝
日

本
漢
文
学
史

の
研
究

(上
)
』
の
巻
頭
口
絵
写
真
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
本
稿

で
は
、
そ

の
写
真
に
基
づ

い
て
掲
載
し
た
。
頷
聯
、
頸
聯

で
尋
ね
た
春

の
花

の
素
晴
ら

し
さ
を
遠
景
、
近
景
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
視
覚
的
、
嗅
覚
的
に
描
写

し
、
色
対
や
数
対
を
用

い
、
陶
門
柳
、
庚
嶺
梅

の
故
事
を
も
踏
ま
え
、
美
し

い
み
ご
と
な
対
句

を
構
成
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う

に
春
景
色

を
賛
美
し
な
が
ら
も
尾
聯

に
お

い
て
は
聴
覚
を
用

い
て

「
春

の
鳥
が
提
壺
と
酒
を
勧

め
る
か
の
よ
う

に
鳴
く
が
、
そ
れ
は

声
ば
か
り
で
実
際
に
は
盃

を
勧
め
る
こ
と
が
な

い
の
は
か
え

っ
て
厭
わ
し

い
」
と
結

ぶ
。
終
わ
り

の
尾
聯
で
の
機
知
、
落
ち

の
き

い
た
詩

で
朝
綱

の
詩
才
を
よ
く
示

し
て
お
り
、
平
安
朝
漢
詩
と
し
て
は
成
功

し
た
作

と
言
え
る
。
そ
の
故
に
内
裏
屏
風
詩
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

。
朝
綱
が
白
楽
天
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と

は

『
古
今
著
聞
集
』

な
ど
に
逸
話

が
残
る
が
、

こ
の
詩

の
提
壺
鳥
も
白
詩
を
学
ん
だ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

次

に
も
う

一
例
、
平
安
朝
漢
詩

の
中
で
目
に
止
ま

っ
た
詩
を
挙
げ

る
。

春
日
城
北
幽
庄
言
志

春
日
城
北

の
幽
庄
に
て
志
を
言
ふ

藤
原
周
光

さ
い

に

お
も
ひ

春
光
細
賦
感
千
般

謝
遣
喧
々
殿
誉
班

最
北
辺
東
華
慶
旧

□
束
里
北
竹
窓
閑

多
年
締
契
交
如
水

近
日
待
花
意
在
山

鳥
勧
提
壺
声
尚
妄

柳
垂
繊
黛
手
応
翠

春
光
細
臓
と
し
て

感

千
般あ

ま
ね

謝
遣
す
喧

々
た
る

殿
誉

の
班
き
を

く
わ
き
う

最
北
辺

の
東

華
康

旧
り

口
束
里

の
北

竹
窓
閑

か
な
り

多
年
契
り
を
締

ぶ

交

は
り
水

の
如
く

近
日
花
を
待

つ

意
山

に
在
り

み
だ

鳥
は
提
壺
と
勧

め
て

声
尚

ほ
妄
り
が
は
し
く

せ
ん
た
い

よ

柳
は
繊
黛
を
垂
れ
て

手
応
に
塞
づ
べ
し

(76)
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ひ

さ
ん

十
分
飛
蓋
宜
催
酔

十
分
の
飛
蓋
は

宜
し
く
酔
を
催
す

べ
く

五
両
落
帆
莫
早
還

五
両
の
落
帆
は

早
く
還

へ
る
こ
と
莫
か
れ

後
会
難
知
何
再
日

後
会
は
知
り
難
し

何
れ
の
再
日
ぞ

若
分
銅
虎
越
雲
関

若
し
銅
虎
を
分
か
た
ば
、
雲
関
を
越
え
ん

(
『本
朝
無
題
詩
』
巻
六

本
文
は
本
間
洋

一
氏

『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
に
よ
る
。
訓
み
は

一
部
変
え
た
。
)

『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
で
は
、

○
鳥
勧

「
柳
架
送
レ
人
鶯
勧
レ
酒
」

(
コ
ニ
月
二
十
八
日
贈
周
判
官
L
)
、
「
声

々
勧
レ
酔
応
レ須

レ酔
」

(三
月
晦
日
晩
聞
鳥
声
)
な

ど
と
、
白
楽
天
も
鳥

が
鳴

い
て
酔

い

を
勧
め
る
と
詠
ん
で
い
る

(下
記
注
参
照
)
。
○
提
壺

酒
壺
を
腰

に
下
げ
る
。
飲
酒
。

「厭
レ
聴
秋
猿
催
二
下
涙
論
喜
聞
春
鳥
勧
二
提
壺

こ

(白
楽
天

「
早
春
聞
提

壺
鳥
因
題
隣
家
」
)

と
白
詩
か
ら
学
ん
だ
表
現

で
あ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
提
壺
が
提
壺
鳥

と
い
う
具
体
的
な
鳥

の
名

に
基

づ
く
こ
と
を
明
確
に
説
明
さ
れ
ず
、
〔試
訳
〕

吻

に
も

「
鳥
は
酒
を
飲
め
と

い
う
ば
か
り

に
や
た
ら
に
喘
く
し
」
と
提
壺
鳥

の
名
前

の
持

つ
面
白
さ
が
訳
に
活
か
さ
れ
て

い
な

い
の
は
残
念
で
あ
る
。
提
壺
鳥

は
そ

の

ー

名
前

の
如
く
酒
壺
を

ひ
っ
さ
げ
て
来

て
飲
め
と
や
た
ら
に
哺

い
て
勧
め
る
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
三
例
を
平
安
朝
漢
詩

の
中

に
見
出

だ
し
た
。
次
に
平
安
朝
漢
詩
と
白
詩
と
の
関
係

を
考
え
る
と
、
忠
臣

の
例
は
、
初
見
で
あ
る
か
ら
白
詩
を
学
ん
だ
も

の

　

　

む

　

　

　

　

む

む

　

　

む

む

む

で
あ
ろ
う

。
朝
綱
詩

の

「
翻
嫌
春
鳥
欺
遊
客
、
空
勧
提
壺
不
勧
盃
」
、
周
光
詩

の

「鳥
勧
提
壺
声
尚
妄
」
と
白
詩

の

「
喜
聞
春
鳥
勧
提
壺
」
の
類
似
か
ら
も
朝
綱
、
周

光

は
忠
臣
か
ら
学

ん
だ
の
で
は
な
く
、
白
詩
か
ら
直
接
得
た
も

の
で
あ

る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、

三
者
と
も
提
壺
鳥
が
春
に
よ
く
鳴
く

こ
と
も
知

っ
て
い
た

よ
う

で
あ

る
。

島
田
忠
臣
、
大
江
朝
綱
、
藤
原
周
光
と
平
安
前
中
後
期

の
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
を
代
表
す
る
漢
詩
人
に
よ

っ
て
提
壺
鳥

の
詩
は
詠
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
興
味
深

い
。

提
壼
鳥
と

い
う

い
か
に
も
詩
心
を
誘
う
題
材

に
平
安
漢
詩
人
も
注
目
し
、
機
会
あ
ら
ば
詠
も
う

と
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う

。
そ
れ
が
、
忠
臣

の

「
三
月
三
日
の
雅
院

で
の
侍
宴

」
、
朝
綱

の

「
内
裏
屏
風
詩
」
と

い
う
晴
れ

の
場
で
披
渥
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

よ
り
効

果
的
に
印
象

づ
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
詩
人
と
し
て
の
力
量

も
示
せ
、
名
声
も
博
し
た
の
で
は
な

い
か
。
平
安
詩
人
た
ち
の

『白
氏

文
集
』

の
読

み
の
深
さ
、
白
詩
語

に
対
す

る
嗅
覚

の
す

る
ど
さ

に
改
め
て
驚
嘆

の
念
を
禁

じ

白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

●}

ね}
?
」
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白
楽
天
の

「提
壼
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

得

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
詩
は

「変
作
騰
騰

一
俗
夫
」
と
譜
諺
を
交
え
な

が
ら
己
が
心
情
を
さ
ら
け
出
し
、
詩
を
友
と
し
て
楽

し
む
、
詩
を
詠
む
こ
と
を
心
底

愛
し
て

い
る
こ
と
が
読
者

に
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
く

る
作
品

で
あ

る
。
白
俗
と
呼
ば
れ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
自
ら

の
真
情
を
飾
ら
ず

に
素

直
に
吐
露
し
て
お

り
、
い
か
に
も
白
楽
天

の
人
柄
が
滲

み
出

て
い
る
よ
う
な
詩
で
あ

る
。

一
方
、
忠
臣
、
朝
綱

の
詩

は
晴
れ
の
場

で
の
作
ら
さ
れ
た
詩

で
あ
る
と

い
う
点

で
も
両
者

の

根
本
的
な
相
違

が
あ
る
。
白
楽
天

の

「
早
春
聞
提
壺
鳥
、
因
題
隣
家
」
詩
は
閑
適
、
脱
俗

の
詩

で
あ
り
、
「
変
作
騰
騰

一
俗
夫
」
と
い
う
雅
に
反
す

る
内
容

の
詩

で
あ

る
。
「
寓
意
五
首
」
も
反
権
力
、
体
制
批
判
的
な
内
容

の
詩

で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
忠

臣
、
朝
綱

の
晴
れ

の
場
で

の
詩
は
雅
び
が
最
も
要
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
人

の
詩
は
実
に
華

や
か
で
み
ご
と
に
そ
の
役
目
を
果

た
し
て

い
る
。
そ

の
詩
に
白
詩

の
提
壺
鳥

が
詠
ま
れ
て

い
る

こ
と
は
両
者

の
相
違
を
端
的

に
示
し
て
い
る
。
平
安

朝

の
漢
詩
人
達

は

「
早
春
聞
提
壺
鳥
、
因
題
隣
家
」
「
寓
意
五
首
」
詩

を
詠
ん
だ
白
楽

天
の
意
図
が
奈
辺
に
あ

っ
た
か
な
ど
は
お
か
ま

い
な
し
に
、
白
詩

の
中

で
興
味

を
誘
う

詩
語
を

こ
と
ば
の

レ
ベ
ル
だ
け

で
の
摂
取

に
終
始
し
て

い
る
。
し
か
し
、
平
安
漢
詩
人
達

は
白
詩
語
を
己

が
詩
嚢
に
蓄
え
、
自
家
薬
籠
中

の
も

の
と
し
、
晴

れ

の
場

で
の
詩

作
に
巧
み
に
取
り
入
れ
て
成
功
し

て
い
る
と

い
え
よ
う
。
白
詩

の
世
界
と
は
全
く
別

の
平
安
朝
漢
詩

の
世
界
が
構
築
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
れ
は
、
美

し
く
は
あ
る
が
空
虚
な
詩
句

を
並

べ
た
だ
け
と

い
う
側
面
を
持

つ
世
界
で
も
あ

っ
た
。

酒
に
関
す
る
よ
く
似

た
受
容

の
例

と
し
て
卯
酒

(卯

の
刻
、
午
前
六
時
か
ら
飲
む
朝
酒
)
と
の
関
連
を
考
え
た

い
。
先

に

「
白
楽

天
の
卯
酒
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩
」

(大
手
前
女
子
大
学
論
集
第
三
十
号

・
一
九
九
七
年
二
月
)
と

い
う
論

文
に
お

い
て
白
詩
に
十
二
例
も
見

ら
れ
る
卯
酒

の
詩
が
宋

の
蘇
東
城
、
陸
游
に
も
詠
ま
れ
、
平

安
朝
に
お
い
て
も
島

田
忠
臣
、
紀
斉
名
、
藤
原
周
光
ら
に
よ

っ
て
詠

ま
れ
た
こ
と
を
考
察
し
た
。
卯
酒

・
提
壺
鳥
と

い
う
飲
酒
の
新
し

い
詩
材
二

つ
を
白
詩

か
ら
学

ん
だ
と
考
え
ら

れ
る
詩
人
は
、
中
国

で
は
蘇
東
坂

・
陸
游

で
あ
り
、
平
安
朝

で
は
島

田
忠
臣

・
藤
原
周
光

で
あ

る
。
蘇
東
城
が
白
楽

天
を
敬
慕
し
て

い
た

こ
と
は
知

ら
れ
て

い
る
が
、
島

田
忠
臣

・
藤
原
周
光

と
い
っ
た
異
国

の
平
安
漢
詩
人
も
白
詩

の
特
徴
的
な
二

つ
の
詩
語
を
己
が
詩
に
詠
み
こ
ん
で
お
り
、
そ

の
傾
倒
ぶ
り
が
窺

え
る
と
と
も
に
、
彼

ら
の
白
詩

の
読

み
の
深
さ
に
感
動
を
覚
え
る
。
白
楽
天
の
江
州
左
遷
期

の
詩
を
多

く
収
め
る

『白
氏
文
集
』
巻
+
六

・
+
七
は
日
本

で
は
も

っ

と
も
よ
く
読
ま

れ
た
巻

で
あ

る
が
、
卯
酒
、
提
壺
鳥
の
語
も
こ
の
両
巻

に
登
場
す

る
。

卯
酒

・
提
壺
鳥
と

い
う
飲

酒
に
関
す

る
詩
が
江
州
左
遷
時

に
お
い
て
初
め
て
詠
ま
れ
た
こ
と
は
白
楽

天
の
文
学
、
人
生
の
変
化
を
考
え
る

一
つ
の
鍵
に
な
る
。
江

州

に
お

い
て
白
楽
天
は

「
兼
済
」

か
ら

「
独
善
」

へ
の
変
化

が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
卯
酒
、
提
壺
鳥
と

い
う
飲
酒
に
関
す

る
面
白

い
詠

み
方
は
独
善

の
世
界

へ

(78)
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誘
う
も

の
で
あ
ろ
う
。
提
壺
鳥

の
詩
は
酒
を
飲
む
理
由
づ
け

の
よ
う
な

ユ
ー

モ
ラ
ス
な
面
も
あ
る
が
、
卯

酒
の
詩

に
な
る
と
仕
事
か
ら

の
解
放
感
が
う
れ
し
げ
に
詠

ま
れ
、
朝

の
六
時
か
ら
の
酒
と

い
う

こ
と

で
退
廃
的
な
面
も
生
じ
て

こ
よ
う
。
不
満
、
欝
憤
を
晴
ら
す
具
と
し
て
酒
の
力
を
借

り
る
と
い
う

の
は
古
今
に
お
い
て
同

じ
で
あ
ろ
う

が
、
白
楽

天
も
江
州
に
お

い
て
よ
く
酒
を
飲

ん
だ
。
文
学
的
誇
張
も
あ

ろ
う

が
、
あ
び
る
よ
う

に
苦

い
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
を
次

の
よ
う
に
詠
う
。

も

け

若
不
坐
禅
錆
妄
想

若
し
坐
禅
し
て

妄
想
を
錆
さ
ず
ん
ば

ほ
し
い
ま
ま

即
須
吟
酔
放
狂
歌

即
ち
須
ら
く
吟
酔
し
て

狂
歌
を

放

に
す

べ
し

(「
強
酒

H
甲
O
O
O
一
」
元
和
十

(八

一
五
)
年
四
四
歳
)

清
痩
詩
成
癖

清
痩

詩
癖

と
成
り

ほ
し
い
ま
ま

粗
豪
酒
放
狂

粗
豪

酒
狂
を

放

に
す

(
「
四
十
五

一
①
-
O
O
認
」
元
和
十

一

(八

一
六
)
年
四
五
歳
)

妻
児
不
問
唯
耽
酒

妻
児
は
問
は
ず

唯
酒

に
耽
る
を

鋤

冠
帯
皆
傭
只
抱
琴

冠
帯
皆
傭

に
し

て

ロ
ハ
だ
琴
を
抱
く

ー

(「
詠
懐

一①
-
O
雪
O
」
元
和
十
二

(八

一
七
)
年
四
五
歳
)

ま
さ

憂
方
知
酒
聖

憂

へ
て
は
方
に

酒

の
聖
な
る
を
知

り
さ
と

貧
始
覚
銭
神

貧

に
し
て
始
め
て

銭

の
神
な
る
を
覚
る

(「
江
南
調
居

嵩
山
OO
。。
」
元
和
十
二

(八

一
七
)
年
四
五
歳
)

こ
う
し

た
胸
中

の
懊
悩
を
解
く
た
め
に
酒
を
飲
ん
で
い
る
内
に
新
し

い
素
材
と
し
て
卯
酒

・
提
壺
鳥
を
自
己
の
詩
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
江
州
講
居
時

に

お
け
る
詩
創
作
意
欲
の
高
揚
、
飲
酒
詩

の
増
大

に

つ
い
て
は
今
後
考
え
て
行
き
た

い
。

こ
う
し

た
飲
酒
詩
が
詠
ま
れ

た

一
方
で
、
江
州

の
銘
酒
、
佳
肴

に
満
足
し
て
い
る
も

の
も
あ

る
。

り
よ
く
ぎ

は
い
か
う
ど
ん

緑
蟻
杯
香
鍬

緑
蟻

杯
香
鰍
た
り

く
わ
い
る

こ

紅
練
鰭
縷
肥

紅
練

鰭
縷
肥
え
た
り

白
楽
天
の

「提
壷
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

亭弗
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白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

あ
じ
は

故
園
無
此
味

故
園

此
の
味
ひ
無
し

ね
ん
ご

何
必
苦
思
鋸

何
ぞ
必
ず
し
も

苦

う
に
帰
る
を
思
は
ん

(「
春
末
夏
初
、
間
二
遊
江
郭
一
二
首

(其
二
)
一
〇
-
O
㊤
ω
α
」
元
和
十

一

(入

一
六
)
年
四
五
歳
)

概
し

て
、
左
遷
直
後

の
詩
は
憤
懲
を
酒
に
ぶ
つ
け
る
よ
う
な
飲

み

っ
ぷ
り
で
あ
る
が
、
次
第

に
そ
れ
も
収
ま

っ
て
酒
を
楽
し
む
飲

み
方

に
徐

々
に
移

っ
て
い
っ
た

よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

飲
酒
詩

の
大
先
輩

で
あ
り
、
厘
山
ゆ
か
り

の
陶
淵
明
は

但
恨
在
世
時

但
だ
恨
む
る
ら
く
は

世
に
在
り
し
時

飲
酒
不
得
足

酒
を
飲

む
に
足
る
を
得
ざ
り
し
こ
と
を

(「
(擬
)
挽
歌
詩
」
巻
四
)

と
謳

っ
て
い
る
が
、
白
楽
天
は
飲
酒

に
こ
と
か
く

こ
と
は
無
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
白
楽
天
は
名

の
み
で
実
際

の
職
務
の
無

い
司
馬
と
は
い
え
、
俸
給
も
あ
り
、
盧

働

山
に
草
堂
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
裕
福

で
あ
り
、
飲
み
代
を
心
配
す
る
ど
こ
ろ
か
地
方
官
と
し
て
招
か
れ
て
の
豪
遊
も
し
ば
し
ば
あ

っ
た
よ
う

だ
。

こ
う

し

ー

た
と
こ
ろ
に
も
両
者

の
飲
酒
詩
、
文
学
に
は
違

い
が
あ
ろ
う
。

結
び

白
詩

の
提
壷
鳥
を
め
ぐ

っ
て
考
察
を
加
え
て
き
た
が
、
総
じ
て
中
国

の
例
は
く
だ
け

た
場

で
詠
ま
れ
て
お
り
、
白
詩

の
雰
囲
気
を
忠
実
に
守

っ
て
い
る
。
平
安
朝

の
漢
詩

は
二
例
ま
で
が
晴
れ
の
場

で
の
詠
で
あ
り
、
や
や
作
為
的
と
い
う

か
作

っ
た
詩
と

い
う
印
象
を
持

つ
。

ま
た
譜
諺
味

の
あ
る
白
詩
語
を
上
手
く
詠
み
込

み
、

鑑
賞
者

の
興
味
を
そ
そ

っ
た
り
、
知
識
を
ひ
け
ら
か
す

と
い
う
面
も
う

か
が
え
る
。

白
詩

が
後
代

の
詩
に
も
多
く

の
影
響
を
与
え
て

い
る
が
、

一
つ
の
白
詩
語
が
宋
詩
と
平
安
朝
漢
詩
に
も
見
ら
れ
る
場
合
、
白
詩
と
両
者

の
関
係
、
宋
詩
と
平
安
朝

漢
詩
で
受
容

の
仕
方
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
か
等
を
今
後
も
検
討
し

て
い
き
た

い
。

蚤

裡

μ

オ

"
,壷

響

i

軒

毫



榊

注

『
林
和
靖
先
生
集
』

に
見
ち
れ
る
白
詩

に
関
係
す
る
も

の
と
し

て
は
、

次
の
よ

う
な
も

の
が
あ

る
。

(
一
)詩

筒

楽
天
早
與
微
之
唱
和

常
以
竹
筒
貯
詩
往
還

つ
と

楽
天
早
に
微
之
と
唱
和
す
る

に
、
常

に
竹
筒
を
以
て
詩
を
貯
え
往

還
す
。

(巻

こ

こ
こ
に
詠
ま

れ
た
詩

筒
は
林

の
自
注
も
示
す
如
く

、
白
詩

の

「
與
二
微
之

一唱
和
。
来
去
常
以
二
竹
筒

一貯
レ
詩
。
陳
協
律
美

而
成
レ篇

。
因
以
レ
此
答

器
-
卜。
ω
お
」

に
拠

っ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
林
詩
中

に
詩
筒

は
他
に
も

も

若
念
故
人
兼
久
病

若
し
故
人

の
兼

ね
て
久
し
く
病

む
を
念

へ
ば

公
絵
無
惜
寄
詩
筒

公
余

に
詩
筒
を
寄
す
る
を
惜
し

む
こ
と
無

か
れ

(「寄
二
呈
張
元
禮

こ

巻
三
)

と
詠
ま
れ
て

い
る
。

こ
れ
も
前
掲

の
例
や
白
詩
に
頻
出
す
る

D

「酔
封

二
詩
筒

一寄
二
微
之

一α
ω
歯
ω
N
ω
」

(詩

題
)

田

し
ゅ
か
ふ

忙
多
対
酒
櫨

忙
多
く
し
て

酒
櫨
に
対
し

け
み

興
少
閲
詩
筒

興
少
く
し
て

詩
筒

を
閲
す

此
在
二
杭

州
の
両
斯
唱
和
詩
贈
答
。
於
二
筒
中

[逓
来
往
。

(「秋
寄
二
微
之

一十
二
韻

竃
-
漣
卜。
ご
)

な
ど
に
拠

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
詩
筒

の
故
事

は

『唐
語
林
』
も

白
詩

の
例
を
挙
げ
て

い
る
。

(二
)

む

む

む

む

此
魔
降
不
得

此
の
魔

降
す
こ
と
を
得
ず

ち
ん
ち

ゃ
う

珠
重
五
天
人

称

重
す

五
天
の
人

む

む

(贈
二
張
絶

一秘
教
九

題

・
詩
魔
」

(巻

こ

こ
の
詩
魔

の
語
も

、
白
詩

の

「閑
吟

一
①
-
δ
O
戯
」

む

む

む

　

む

唯
有
詩
魔
降
未
得

唯
だ
詩
魔
の
み
有
り
て

降
す

こ
と
を
未
だ
得
ず

ご
と

毎
逢
風
月

一
閑
吟

風
月

に
逢

ふ
毎

に

一
た
び
閑
吟
す

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
語
が

、
白
楽

天
の
仲

間

つ
ち

で
使

っ
た
気
軽
な
語

で
あ

っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
新

間

一
美
氏

の
考
察

が
あ

る
(「
白
居

一
{椰}　一噸

白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩



白
楽
天
の

「提
壺
鳥
」
の
詩
と
平
安
朝
漢
詩

易

の
詩
人
意
識
と

『菅
家
文
草
』
「古
今
序

」
1
詩
魔

・
詩
仙

・
和

歌

ノ
仙
1
L
『和
漢
比
較
文
学
』
第
十
七
号
)
。

な
お
、
こ
の

「
贈
張
縛
秘
教
九
題
」

に
登
場
す

る

「
九
題
」
の
内

、
「詩
家
」
「詩
狂
」
「
詩
牌
」

の
語
も
白
詩

に
縁

の
深

い
語
で
あ

る
。

(三
)

た
た

ま

千
兵
款
戸
迂
紅
旅

千
丘
ハ戸
を
款
き
て

紅
肺
を
迂
げ

四
壁
留
題
梯
紫
苔

四
壁
題
を
留

め
て

紫

苔
を
払

ふ

「
和
卜
王
給
事

同
二
諸
宙

一留
題
上」

(巻
四
)

こ
の
詩

の

「留
題
梯
紫
苔
」
は
白
詩

の
有
名
な

「林
間
暖
レ
酒
焼
二
紅
葉
」

石
上
題
レ詩
掃
二
緑
苔
こ

(「
送
二王
十
八
帰

ワ
山
、
寄
二
題
仙
遊
寺

一一
蔭
-O
謡
切
」
)
を
意
識
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

(四
)

元
和
菖

文
艦

元
和

の
旧
文
体つ

當

許
継
清
塵

当

に
清
塵
を
継
ぐ
を
許
す

べ
し

「
寄

二
銭
紫
微

こ

(巻

一
)

元
和

の
旧
文
体
と
は
元
和
年
間
に
活
躍
し
た
白
楽

天
、
元

積
の
詩

風

の
こ
と

で
あ
り
、

こ
の
詩

か
ら
も
林

の
白
詩

に
対
す

る
積
極
的
な
評
価
が
窺

わ
れ
る
。

(五
)

助

白
公
睡
閣
幽
如
書

白
公
睡
閣

幽
に
し
て
画

の
如
く

6

張
祐
詩
牌
妙
入
神

張
祐
詩
牌

妙

に
し
て
神

に
入
る

「孤
山
寺
」

(巻

二
)

こ
こ
に
も
詩

の
中

に
眠
る
事
を
多

く
詠

み
こ
ん
だ
白

公
、
白
楽

天

へ
の
慕
情

が
読
み
取

れ
る
。

以
上

の
諸
例

か
ら
考
え
て
林
和
靖
は
白
詩
を
熟
読
し
、
強
く
意
識

し
て
詩
を
詠
じ
て
お
り
、
提
壺
鳥

の
語
も
白
詩

か
ら
学

ん
だ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
林
詩
に
お
け
る
白
詩
語

に

つ
い
て
は
、
締
め
切
り
直
前

に
気

づ
き
、
先
学

の
考
察
を
調
査
す

る
十
分
な
余
裕

が
無
く
、
気

づ
く
ま
ま
に
列
挙

し
た
。

二
人

の
詩

人
は
詩
酒
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、

と
も

に
鶴

を
愛
し

て
お
り
、
生
き
方

に
も
似
通
う
所

が
あ

る
。
二

人

の
文
学
、
人
生

に

つ
い
て
は
今
後
考

え
て
行
き
た

い
。

私
事

に
亙

る
こ
と
で
恐
縮

で
あ
る
が
、

一
九
九

六
年
三
月
、
長
年

の
夢

か
な

っ
て
訪
中
を
果
た
し
た
。
春

雨
に
け

ぶ
る
杭
州
は
西
湖
を
手
漕
ぎ
船

で
遊
覧
後
、
湖
畔

の
孤
山
に

登
り
、
林
和
靖
ゆ
か
り

の
放
鶴
亭
や

「林
和

靖
処
士
之
墓
」
を
訪
れ

た
。
空
濠

と
し
た
景
色

の
中
、
西
湖
ゆ
か
り
の
白
楽
天
、
林
和
靖
、
蘇
東
城
を

心
ゆ
く
ま
で
偲

ぶ
こ
と
が
で

き

た
。

「
年
半
後
、
異
国

の
学

び
や
で
彼
ら
に
関
す

る
論
文
を
書
く

と
は
夢
想

だ
に
せ
ぬ
こ
と
で
あ

っ
た
。

ジ

,

♂
,適

劉

♂

蓬

野


